施設処遇会議　議事録

と　き：H18.7.31　13:30～15:30

ところ：青山荘地域交流室

　　　　　出席者：村田I.O.O・江刺家I.O.O・秋山Ｇ.Ｏ.M・

長谷部G.O.M・佐々木・小田・山田・山口

（欠席者：C.O.O・清水G.O.M・壬生・金澤・小松・

小坂）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　録：三浦

議題

１：小向武雄様（青風荘利用者様）の処遇について

２：宮　陽子様（青山荘入所者様）の処遇について

３：戸賀沢潔様（青明舎利用者様）の処遇について

１：小向武雄様（青風荘利用者様）の処遇について

病名：統合失調症　　

　＜問題点＞

1 基本的な身の回りの事ができない。（洗濯等は下着だけ毎日のように洗っている）

介入方法→・その都度声掛けをして、いま何をする時間なのか、何を話しているか確認。

　　　・ミーティングでは一言、発言する事を促す。

②　適度な買物の量や飲食ができない。（一気に大量に食べてしまう）

介入方法→・あらかじめ、必要な量を本人と話し合い、購入の支援をする。

　　　　　　　・おやつ等は事務所で管理して、決めた時間に渡す。

＜評価＞

　　現在身体的には健康であるが、身辺整理等においては職員の声掛けを要する。また、保護者（兄）も高齢で保護者義務を今後も果たしていけるか問題な点、それに伴いこの先本人の身体に問題が出て介助が必要になった場合の事も考えていく必要がある。

２：宮　陽子様（青山荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　合併症：高脂血症

　＜問題点＞

1 安定した日常生活が維持できない（気分のむらがある）

介入方法→・デイケアへ通所することでリハビリプログラムを確実にこなす。

　　　　　　　　・デイケア利用の意識づけ（症状悪化防止のためのデイケア利用）

　②　ステップアップの時期について（本人の自己評価が高い）

介入方法→・生活技能の高さからデイケアプログラムを見下すことが多く、それが病状

　　　　　　不安定の要因ではないかと考え、日常生活に張りを持たせる為、うみねこ

　　　　　　幸房利用を主治医に相談。

・その後本人と何度か面談を行い、真のニーズを確認。本人が再度デイケア継続利用の意思を示し、主治医と相談の結果、デイケア利用継続となる。

・本人は気分の状態で職員の説明に納得したり、納得せず反論することがある。その為、職員が統一した態度で介入し、本人の病状の見極めを行う。

3 他者との交流の不安定さ

　　　介入方法→・他者に対し愛想が良い時もあれば不満の訴えが多い時もある為、本人の気分の状態に左右されることなく、統一した態度で接する。

　　　　　　　　・本人のニーズと指導すべき部分を明確にし、評価と指導の部分を分ける。

＜評価＞

　　本人との面談の結果、再度デイケア継続利用の意思を示し、主治医と相談し、デイケア利用継続とするとの事でうみねこ幸房の利用は見合わせている。

次の問題点として病識が無い事が挙げられる。過去にも断薬により症状再燃し、入退院を繰り返していたことからも、今後病状に関して本人とフィードバックし、病識を持たせ、何故青山荘に入所しているのか、なぜ服薬を続けなければならないのか繰り返し指導を必要とする。自分の思い通りにならない事が本人に対して一番のストレスになり、気分によって態度に変化が出ることも把握した上で、職員の統一した介入が必要となる。

３：戸賀沢潔様（青明舎利用者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　合併症：糖尿病

　＜問題点＞

1 パチンコやタバコ購入のために友人から借金を繰り返している。

　　　介入方法→・本人と姉の希望もあり青明舎にて小遣い管理を行い、月末に1日の小遣い

　　　　　　　　　を決め、本人が受け取りに来ている。

・本人・お金を貸した利用者に対しても、お金の貸し借りによるリスクについて説明をする。

・本人・姉・お金を貸した利用者・青明舎スタッフで話し合いの場を持つ。

　②　目先の欲求を優先し、後の事を考えずに行動する。

介入方法→・小遣いの残金を一緒に確認し、今後の小遣いの金額を調整する。

・小遣い以外の金銭要求に対しては使用目的を聞き、本人と必要性を確認する。

③　糖尿病の管理

　　　介入方法→・センター食事サービスを利用（月～金・昼食）

＜評価＞

　　現在、姉とナイトケア、うみねこ幸房利用者から計5万2千円の借金をしている。利用者からは公の前で土下座をし、貸さざるを得ない状況でお金を借りているとのこと。6月～7月は借金をしているからご飯を食べないと話し、朝食を食べずに過ごしていた。本人に対して指導すると、易怒的になり、五戸へ帰ると話すなど理解の乏しさ見受けられる。過去にも借金をしていた事があり、その時も家族へ負い目を感じていなかったとのこと。

本人とお金を貸した利用者を集め複数のスタッフで金銭の貸し借りについての指導を必要とする。また、スタッフ全員が同じ態度で借金について厳しく指導していく。
